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義務的
経
費

そ

の
他
経
費 29.1％

50.2％

公債費
17億8，270万9千円

普通建設事業費
49億8，338万2千円

人件費
24億1,650万2千円

扶助費
30億4，729万4千円

積立金
22億6，971万8千円

投資および出資金・貸付金
3，213万1千円

補助費等
67億4,275万2千円

物件費
19億810万円

維持補修費
1億1，020万円 災害復旧事業費

1億7，066万3千円

繰出金
14億4，723万円

投資的経費
20.7％

歳出

　市民の皆さんに納めていただいた税金がどのように使われているのか、市の財政状況が
どのような状況にあるのかをお知らせするため、財政事情を公表します。

◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

令和２年度　令和２年度　決算の状況決算の状況  
一般会計歳入：254億5,456万4千円　対前年度比：65億5,191万1千円増加

一般会計歳出：249億1,068万1千円　対前年度比：65億3,706万5千円増加

国・県支出金など依存財源が６割
　前年度と比較して大幅に増加した要因は、1人10万円の特別定額給付金事業に対する国庫補助金や新型コロナウ
イルス対応地方創生臨時交付金などによる国庫支出金の大幅な増加や、新庁舎建設などの大型事業の財源となる地
方債の増加によるもので、依存財源比率は66.5％（前年度比+3.5ポイント）となりました。
　今後も、地方交付税の大幅な伸び等は期待できず、新型コロナウイルス感染症の影響による税収の減少も見込まれ、
厳しい財政状況が予想されます。自主財源の確保と、歳入に見合った歳出規模を基本とすることが重要になります。

投資的経費、補助費等が大幅に増加
　「投資的経費」が対前年度比59.4％の増加、補助費等をはじめとする「その他経費」が対前年度比53.6％増加し、
過去最大規模の決算となりました。新庁舎建設事業や脊振交流センター建設事業など大型施設整備事業の最終年度
となり、普通建設事業費が前年度比で64.0％増加しました。補助費等の増加は、新型コロナウイルス感染症の拡大
を受けた特別定額給付金事業や、市独自のクーポン券事業、事業者応援給付金事業などの施策を展開したことによ
るものです。

財
政
事
情
公
表

歳入

自主財
源

依
存
財
源

33.5％

66.5％

分担金･負担金
7，677万5千円

使用料･手数料
1億6，833万円

寄附金、財産収入、諸収入
21億6，436万9千円

地方交付税
48億9，081万8千円

地方税
36億308万3千円

国庫支出金
57億5，142万5千円

地方債
40億970万円

県支出金
13億4，651万円

繰入金
19億8，419万1千円

繰越金
5億2，903万7千円

地方譲与税
1億6，485万円

各種交付金
7億6，547万6千円

【用語解説】
○自主財源…市が自主的に調達できる収入
○依存財源…国、県から交付される財源や地
　　　　　　方債のこと
○地方交付税…全国すべての市町村が等しく
　　　　　　　行政サービスを提供できるよ
　　　　　　　う国から交付されるもの
○地方債…市が財政上必要とする資金を外部
　　　　　から借入れるもの
○国庫･県支出金…特定の事業に対する国･県
　　　　　　　　 からの補助金など
○繰入金…これまで積み立てた基金などから
　　　　　繰り入れる財源

【用語解説】
○義務的経費…支出が義務づけられ毎年支出しな
　　　　　　　くてはならない経費
○投資的経費…普通建設事業費や災害復旧事業費
　　　　　　　など社会資本の整備にかかる経費
○扶助費…社会保障制度の一環として生活困窮者
　　　　　や身体障がい者などにその生活を維持
　　　　　するために支出される経費
○補助費等…市から市民や他の地方公共団体など
　　　　　　に、行政上の目的で交付する経費
○普通建設事業費…道路、橋梁、学校など公共施
　　　　　　　　　設の建設事業にかかる経費
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令和３年度　令和３年度　予算の状況予算の状況
一般会計予算総額：191億7,300万7千円

基金（貯金）の状況

令和３年度　一般会計の主な事業

地方債（借金）の状況

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 6,759,930 △35,256 6,724,674
特 　 別 　 会 　 計 227,242 38,819 266,061
合 　 　 　 計 6,987,172 3,563 6,990,735

市民一人あたりの基金残高・・・約26万円

（単位：千円）
区　　　分 当初 補正 補正後

一 　 般 　 会 　 計 19,635,146 90,400 19,725,546
特 　 別 　 会 　 計 345,046 700 345,746
合 　 　 　 計 19,980,192 91,100 20,071,292

市民一人あたりの地方債残高・・・約65万円

【ハード事業】
・神埼市体育施設改修事業 1億105万円
・公営住宅建替事業 6,053万円
・中山間地防災備蓄倉庫整備事業 3,858万円
・神埼市中央公民館改修事業 3,278万円 

【ソフト事業】
・私立・管外保育所等運営事業 8億9,853万円
・障害者自立支援給付事業 8億4,013万円
・企業版ふるさと納税推進事業 210万円

【新型コロナウイルス感染症対策関連事業】
・新型コロナウイルスワクチン接種事業 1億1,386万円

・新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 1億4,101万円

・神埼市事業者応援給付金事業 8,841万円

・キッズパークかんざき整備事業（日の隈公園） 6,707万円

・子育て世帯への臨時応援給付金等事業 6,147万円

・神埼市中小企業新事業チャレンジ支援補助金事業 3,000万円

・神埼市米・大豆次期作支援緊急対策交付金事業 2,696万円

・新型コロナウイルスワクチン接種協力機関支援金 760万円

財
政
事
情
公
表

※地方債残高には、合併特例事業債や過疎対策事業債など地方交付税で後年度財源
措置される分が約７割見込まれ、実質的な市の負担は約３割となります。今後も
有効かつ効果的な地方債（市債）を活用した財政運営に努めます。

実質的には市民一人あたり

約18万円 ※

（８月定例議会後）

歳入

自主
財
源

依
存
財
源 44.7％

55.3％

分担金・負担金
6，067万7千円

使用料・手数料
1億9，960万7千円

寄附金、財産収入、諸収入
23億9，787万3千円

地方交付税
49億5,278万9千円

地方税
32億5，872万1千円

地方債
9億2,110万円

県支出金
14億3,462万円

繰入金
23億3，083万7千円

繰越金
3億2，438万2千円

地方譲与税
1億6，090万1千円各種交付金

7億3,135万円

歳出

扶助費
33億7，951万3千円

公債費
19億6，685万6千円

国庫支出金
24億15万円

人件費
27億1，241万円

予備費 3，609万3千円

普通建設事業費
12億8,579万2千円

物件費
21億9，510万7千円

維持補修費
5，616万9千円

補助費等
33億5，173万9千円

積立金
22億4，059万8千円

操出金
17億7，178万5千円

投資および出資金・
貸付金

4，272万2千円

災害復旧事業費
1億3，422万3千円

義務的
経
費

そ

の
他
経
費

42.0％
50.6％ 投資的経費投資的経費

7.4%7.4%
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「
８
月
の
大
雨
、土
砂
災
害
を
受
け
て
」

　

9
月
15
日
、
国
有
林
野
等
所
在

市
町
村
長
有
志
（
県
内
13
市
町
）

に
よ
る
会
議
が
佐
賀
森
林
管
理
署

の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、九
州
森
林
管
理
局（
計

画
保
全
部
長
、
他
３
人
）、
佐
賀

森
林
管
理
署
（
署
長
、
他
４
人
）

お
よ
び
佐
賀
県（
林
業
課
技
術
監
、

他
１
人
）
の
参
加
が
あ
り
、
国
か

ら
は
令
和
４
年
度
の
林
野
関
係
予

算
要
求
状
況
の
情
報
提
供
と
「
森

林
・
林
業
基
本
計
画
」
の
策
定
お

よ
び
「
公
共
建
築
物
等
木
材
利
用

促
進
法
の
改
正
」
の
情
報
が
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

要
は
、
山
林
の
整
備
と
保
全
を

促
進
さ
せ
、
林
業
の
発
展
を
図
る

べ
く
諸
施
策
情
報
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
林
業
の
循
環
「（
木
を
）

植
え
る　

→　

育
て
る　

→　

収

穫
・
伐
採　

→　

使
う（
木
製
品
）」

説
明
の
中
で
、
特
に
、
２
０
５
０

年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

適
う
も
の
だ
と
の
力
説
は
印
象
に

残
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
８
月
11
日
か
ら
19

日
に
か
け
て
の
大
雨
に
よ
る
山
間

部
の
被
害
の
大
き
か
っ
た
こ
と
が

県
内
各
所
か
ら
発
言
、
報
告
が
な

さ
れ
、
そ
の
災
害
等
の
早
期
復
旧

る
と
、
吉
野
ヶ
里
町
の
最
南
部
地

域
か
ら
上
峰
町
南
部
地
域
、
さ
ら

に
み
や
き
町
の
南
西
部
地
域
で
広

く
連
続
し
て
冠
水
し
て
い
ま
す
。

　

み
や
き
町
の
寒
水
川
、
上
峰
町

の
井
柳
川
、
土
地
改
良
に
よ
る
水

路
の
三
田
川
線
の
そ
れ
ぞ
れ
の
下

流
、
末
端
に
お
け
る
筑
後
川
へ
の

排
水
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
排
水

能
力
を
超
え
る
洪
水
に
よ
る
冠
水

が
、
標
高
の
低
い
と
こ
ろ
（
筑
後

川
沿
い
の
、
よ
り
下
流
の
低
平
地

域
）
に
流
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。　

　

神
埼
市
の
み
で
対
処
す
る
の
で

は
な
く
、
関
係
す
る
地
域
（
他
の

３
町
）
と
の
連
携
に
よ
り
、
望
む

流
域
治
水
の
考
え
を
も
っ
て
あ
た

る
べ
き
と
の
思
い
か
ら
、
す
ぐ
に

３
町
の
町
長
の
協
力
を
求
め
、
先

の
知
事
要
望
活
動
と
な
っ
た
も
の

で
す
。　

　

要
望
内
容
の
成
就
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
（
田
圃
ダ
ム
や
農
業
用
排
水

路
の
事
前
排
水
な
ど
）
が
カ
ギ
と

な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
10
月
15
日
記
）

�
神
埼
市
長
　
松
本
　
茂
幸

安
心
で
き
る
強
固
な
建
設
を
訴
え
ま

し
た
。

　

一
方
、
南
部
の
冠
水
に
つ
い
て
気

付
い
た
こ
と
か
ら
、９
月
27
日
、佐
賀

県
知
事
に
対
し
、
神
埼
市
と
吉
野
ヶ

里
町
、
上
峰
町
お
よ
び
み
や
き
町
の

１
市
３
町
で
『 

緊
急
特
別
措
置
要

望 

』
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
気
付
き
と
は
、
昨
年
と
今
年

の
２
カ
年
連
続
で
田
手
川
左
岸
（
東

側
）
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

洪
水
、
冠
水
が
生
じ
た
と
の
意
見
を

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
か
と

い
っ
た
理
由
を
求
め
た
く
な
っ
た
の

で
、
８
月
14
日
、
冠
水
し
て
い
る
地

域
の
外
周
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
す

・
復
興
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
国
の
令
和
４
年
度
予
算
要

求
の
災
害
復
旧
等
事
業
費
１
０
０
億

円
以
上
の
要
求
を
し
て
い
る
旨
の
説

明
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
三
谷
地
区

の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
て
次
の
事
を

意
見
と
し
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
治
山
ダ
ム
や
砂
防
ダ
ム
等
の
建

設
に
は
一
定
の
重
圧
に
耐
え
る
建
設

基
準
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

既
存
ダ
ム
の
基
礎
部
分
が
、
土
石
流

に
よ
っ
て
根
こ
そ
ぎ
破
壊
さ
れ
、
押

し
流
さ
れ
、
住
宅
の
横
に
無
残
な
姿

で
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で

は
、
住
民
の
安
全
を
守
る
べ
き
も
の

が
、
破
壊
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
」と
恐
怖
と
と
も
に
、

市長の部屋

市長交際費の公表
（令和３年９月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0
御　祝 ３ 9,000
激　励 0 0
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 0 0

計 ３ 9,000

夜の市長室夜の市長室夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

11月２日（火） 神埼市役所
12月７日（火） 千代田交流センター

18：00 ～ 20：00（１組30分程度）
当日は来庁順です。

　10月の脊振交流センター開催
分は、３組３人でした。
※お住まいの地区に関係なくお

越しいただけます。
※荒天などの場合は、開催の有

無をお問い合わせください。

三谷地区土砂災害の状況

千代田町内（田手川左岸）の冠水状況


